
調
査
基
準
価
格
H
9
5
4

5
万
7
6
0
9
円

調
査
基
準
価
格
の
邸
%
H

8
1
1
3
万
8
9
6
8
円

(
同
日
公
告
の
予
定
価
格

1
億
円
未
満
の
工
事
を
「
広

島
市
一
般
競
争
入
札
」

覧
に

掲
載
)

市呉

て
も
明
示
し
た
。

市
で
は
、
市
内
公
共
施
設

の
殴
白
状
況
や
利
用
状
況
な

ど
の
実
態
を
調
査
し
、
課
題

を
把
握
す
る
た
め
に
辺
年
度

に
公
共
施
設
白
曾
を
作
成
。

こ
れ
を
受
け
て
、
幻
年
度
に

再
配
也
計
画
の
基
本
方
針
を

決
定
し
、
こ
の
ほ
ど
第
1
次

の
再
配
恒
計
画
を
策
定
し
た

も
の
。
自
由
で
取
り
上
げ
た

8
5
2
施
設
に
つ
い
て
は
、

第
1
次
か
ら
第
3
次
計
画
の

3
回
に
分
け
、
取
組
内
容
を

一市す
計
画
を
策
定
す
る
。
各

計
画
期
間
は
そ
れ
ぞ
れ
3
年

間
で
、
第
1
次
は
M
年
度
か

ら
お
年
度
、
第
2
次
は
お
年

度
か
ら
幻
年
度
、
第
3
次
は

お
年
度
か
ら
お
年
度
と
す

る。
今
回
の
第
1
次
計
画
で

は
、
計
画
内
に
施
設
の
在
り

方
な
ど
の
検
討
を
進
め
、
方

広
島
県
コ
ン
ク
リ

ト
ナメ
ンン
ステ

協
会
通常総会

ン
テ広
ナ 島
ン隠

スコ
協ン
会ク

HI  
C 卜
M メ

ヒ\-1・~m幽自腔週日
長さ社が 確づをさ可の催第 J広谷
がれて Hl総認く図ら決審、 16A白 紙
挨た総高会しりりなす議提回 L 市桜
J今叩にたを、るるを出 iiiiシ中浸
E受聖李芸 o写書程tH完暮雪居室
ち徳天戸空 員 こなの主:、た会広ホ c
-弓納報 員 13 と組確 iY京議を i斗テは
当会告 18社 を織立代認案開でル 18

総
会
の
も
よ
う

向
性
を
示
し
た
。
抽
出
し
た

1
7
0
施
設
に
つ
い
て
凶
施

設
を
見
直
し
対
象
と
し
た
ロ

個
別
に
取
組
み
を
実
施
し
て

い
る
施
設
と
し
て
小
・
中
学

校
や
保
育
所
、
学
校
給
食
共

同
調
理
場
を
あ
げ
た
が
、
市

立
学
校
統
合
基
本
方
針
・
統

合
計
画
や
民
蛍
化
基
本
計
画

の
な
か
で
計
画
を
示
し
て
お

り
、
統
合
計
画
は
初
年
度
ま

で
、
保
育
所
の
統
合
・
民
営
化

基
本
計
画
は
幻
年
度
ま
で
を

計
画
期
間
と
し
て
策
定
中
。

こ
の
な
か
で
、
学
校
給
食
共

同
調
理
場
5
施
般
の
う
ち
3

施
般
(愈
橋、
盤
、旧
盛
涙
)
に

つ
い
て
は
、
各
学
校
の
統
合

な
ど
を
見
据
え
て
検
討
を
進

め
る
。今
回
特
に
、
分
類
を
横
断

し
て
検
討
す
る
施
設
と
し
て

医
師
等
住
宅
(
4
施
設
4

棟
)
、
教
職
員
用
住
宅
(
日
施

殴
別
棟
)
で
入
居
状
況
や
収

支
状
況
な
ど
を
考
慮
し
、
こ

の
う
ち
団
施
設
で
処
分
を
含

め
た
検
討
を
必
要
と
し
た
。

ま
た
、
保
盤
施
設
6
棟
、
研
修

施
設
5
棟
で
も
稼
働
状
況
や

収
支
状
況
を
踏
ま
え
、
売
却

や
廃
止
を
含
め
た
5
施
設
で

"":';;，< :~偽.へ'ゆ

市南

小
中
学
校
な
ど
耐
震
計
画
・設
計
H
件
周

君自由

i!? 
喜81

る
記
念
講
演
が
あ
り
、
「
空

の
上
で
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
は
」

を
テ
l
マ
に
実
体
験
に
基

づ
く
興
味
深
い
話
や
安
全

を
交
え
た
麟
話
が
行
わ
れ

た。

安
全
大
会
の
も
よ
う

計
業
務
を
公
務
型
指
名
競
争

入
札
で
行
い
、
「
越
右
小
学
校

教
室
棟
(
陶
2
)
耐
震
補
強
計

画

ム

置
設
計
業
務
」
を
巽
設

計
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
1
4

0
0
万
円
で
落
札
す
る
な
ど

落
札
挙
蓄
が
決
定
し
た
。

参
加
形
態
は
い
ず
れ
も
、
2

者
で
蝉哨
戒
さ
れ
た
J
V
か
単

体
企
業
で
、
業
務
内
容
は
、
既

存
校
舎
の
耐
震
性
能
及
び
補

強
計
画
の
評
価
等
許
認
可
取

得
業
務
、
耐
震
補
強
実
施
設
計

業
務
一
式
、
老
朽
改
修
・
非
構

造
部
材
耐
震
改
修
実
施
設
計

業
務
一
式
と
な
っ
て
い
る
。

工
期
は
い
ず
れ
も
平
成
部

年
3
月
四
日
ま
で
。

各
件
の
入
札
結
果
及
び
施

設
概
要
は
次
の
通
り
。

「
今
宿
小
学
校
管
理
教
室
棟

(
恥
叩
)
耐
震
補
強
計
画
・
実

施
設
計
業
務
委
託
」

港
札
業
者
H
綜
企
画
設
計

9
0
0
万
円
(
6
社
応
札
)

工
事
場
所
H
A「住
町
-
-

nu 
A
q
 施
設
概
要
H
A
「
宿
小
学
校

管
理
教
室
棟
1
線
、
恥
印
(
R

C
造
延
べ
床
面
積
4
8
3
6

d
)
 
「遺
石
小
学
校
教
室
棟
(
出

m事
業
場
、
羽
入
に
大
臣
表
彰
蛸

安
全
衛
生
優
良
事
業
場
、
功
労
者
厚

厚
生
労
働
省
は
、
平
成
例

年
度
の
「
安
全
衛
生
に
係
る

優
良
事
業
場
、
団
体
ま
た
は

功
労
者
に
対
す
る
厚
生
労
働

大
臣
表
彰
」
の
受
政
者
と
し

て、

m事
業
協
と
個
人
犯
人

を
決
定
し
た
。

労
働
安
全
衛
生
法
で
は
、

働
く
人
の
安
全
と
健
康
を
確

保
し
、
快
適
な
職
場
環
境
を

つ
く
る
た
め
、

事
業
主
に
労

働
災
答
の
防
止
に
取
り
組
む

よ
う
定
め
て
い
る
。
表
彰
は
、

無
災
害
の
期
闘
が
特
に
優
れ

て
い
て
、
職
場
の
リ
ス
ク
を

低
減
す
る
取
組
み
が
特
に
活

発
に
行
わ
れ
て
い
る
な
ど
、

他
の
模
範
と
認
め
ら
れ
る
優

良
な
事
業
場
や
団
体
、
ま
た
、

事
業
者
団
体
の
役
員
や
学
職

協
会
は
凶
年
前
、
数
人
の
発

起
人
が
抽
出
ま
り
、
凶
年
先
の

建
殴
業
界
は
補
修
し
か
な
い

と
決
起
し
右
設
立
し
た
。
当

時
は
、

獣
行
錯
誤
し
な
が
ら

失
敗
の
連
続
で
、
そ
の
中
か

ら
失
敗
し
な
い
工
法
が
わ
か

る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て

い
ま
、
発
注
官
庁
・
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
か
ら
信
頼
を
得
る
よ

う
に
な
り
、
多
く
の
補
修
工

事
で
H
C
M
A
の
工
法
が
採

用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

現
在
、
亜
硝
酸
リ
チ
ウ
ム
を

柱
と
し
た
三
つ
の
N
E
T
-

S
技
術
を
中
心
に
、
特
徴
の

有
効
活
用
の
方
向
性
を
検
討

す
る
ロ
在
り
方
な
ど
の
検
討

を
要
す
る
施
設
に
つ
い
て

は
、
事
務
事
業
評
価
な
ど
改

革
・
改
善
の
取
組
み
の
中
で
、

施
設
の
在
岡
山方
や
管
理
運
営

方
法
な
ど
を
検
討
す
る
こ
と

が
急
務
と
考
え
ら
れ
る
日
施

設
を
抽
出
。
こ
の
う
ち
廃
止

な
ど
を
除
い
た
叩
施
設
が
見

直
し
の
対
象
と
な
っ
た
。

今
後
は
、
“地
元
と
協
議
し

な
が
ら
見
直
し
を
進
め
、
進

捗
状
況
に
つ
い
て
は
積
極
的

に
公
表
す
る
。
さ
ら
に
、
第
1

次
計
画
で
検
討
し
た
施
設
を

2
)
同」
落
札
業
者
H
巽
設
計
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
1
4
0
0
万
円

(
5
社
応
札
)

工
事
場
所
日
逮
石
1
丁
目

3
1
8
 

A
q
 

施
股
概
要
H
逃
石
小
学
校

教
室
棟
1
棟
、
恥
2
(
R
C
造

延
べ
床
面
積
3
0
8
9
d
)

「溺
野
小
学
校
教
室
棟
(
h

n)
同」
落
札
業
者
"
宮
原
詔
一
P

L
U
S
建
築
設
計
室
1
3
5

0
万
円
(
6
社
応
札
)

工
事
場
所
H
大
字
湯
野
3

8
4
3
 

施
設
概
要
H
溺
野
小
学
校

教
室
棟
1
棟
、
恥
日
(
R
C
造

延
べ
床
面
積
1
4
2
7
・
6

d
)
 「秋
月
小
学
校
管
理
教
室
棟

(恥

1
)
同」

経
験
者
な
ど
で
、
長
年
に
わ

た
り
安
全
衛
生
活
動
の
指
導

的
立
場
に
あ
り
、
地
域
、
団
体

ま
た
は
関
係
事
業
場
の
安
全

衛
生
水
準
の
向
上
発
展
に
多

大
な
貢
献
を
し
た
功
労
者
な

ど
を
た
た
た
る
。

川
副
年
度
の
受
口
者
数
は
、

優
良
臼
凶
事
業
場
、
奨
励
円以

ロ
事
業
湯
、
功
労
者
4
人
、
功

純
白
加
入
、
安
全
衛
生
推
進

臼
8
人。

中
園
地
区
関
連
の
受
口
者

は
次
の
通
り
。

あ
る
商
い
技
術
で
P
R
活
動

を
行
っ
て
い
る
。
補
修
は
簡

単
な
技
術
で
は
な
い
。
専
門

業
者
と
し
て
の
筏
術
・
技
能

が
要
求
さ
れ
、
私
た
ち
協
会

員
が
補
修
専
門
業
者
と
し
て

の
地
位
を
得
て
、
受
注
拡
大

で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
い

く
」
と
述
べ
た
。

こ
の
後
、
徳
納
会
長
を
議

長
に
選
出
し
て
議
案
審
議
に

入
り
、
平
成
幻
年
度
事
業
報

告
、
決
算
倍
、
M
年
度
事
業
計

画
案
、
事
業
予
算
案
の
承
認

の
件
に
つ
い
て
、
原
案
通
り

承
認
し
た
。
こ
の
中
で
、
お
年

度
事
業
で
は
、
広
島
県
発
注

工
事
で
H
C
M
A
の
工
法
が

標
準
的
な
補
修
工
法
に
な
っ

た
こ
と
、
お
年
5
月
に
開
催

さ
れ
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
発

注
者
、
コ
ン
サ
ル
を
メ
イ
ン

除
く
他
の
施
設
に
つ
い
て
も

第
2
次
、
第
3
次
計
画
と
し

て
策
定
す
る
が
、
今
回
の
対

象
施
設
で
も
計
画
を
変
更
す

る
必
要
が
あ
る
施
設
に
つ
い

て
は
第
2
次
計
画
以
降
で
再

度
検
討
す
る
と
し
て
い
る
。

第
1
次
計
画
に
お
い
て
、

施
設
の
老
朽
化
が
進
行
し
た

り
、
今
後
も
改
善
す
る
可
能

性
が
低
く
、
有
効
活
用
の
方

向
性
の
検
討
対
象
と
な
っ
た

施
設
の
一

覧
は
次
の
通
り
。

【
医
師
等
住
宅
】
下
蒲
刈
病

院
医
師
住
宅
(
下
蒲
刈
)
マ
国

保
音
戸
診
療
所
医
師
官
舎

落
札
業
者
H
笹
戸
建
築
事

務
所
・
か
お
る
建
築
研
究
所
業

務
J
V
1
3
5
0
万
円
(
6
社

応
札
)
工
事
場
所

u秋
月
1
丁
目

4
よ
』

l
n
U
民
υ

施
設
概
要
H
秋
月
小
学
校

管
理
教
室
棟
1
棟
、
h
1
(
R

C
造
延
べ
床
面
積
2
7
9
6

d
)
 
「
徳
山
小
学
校
教
室
棟
(
陥

日
)
問
」
落
札
業
者
H
巽
設
計
C

T

1
3
0
0
万
円
(
6
社
応
札
)

工
事
場
所
H
毛
利
町
1
丁

目
1施
設
概
要
H
徳
山
小
学
校

教
室
棟
l
棟
、
恥
日
(
R
C
造

延
べ
床
面
相
2
1
1
0
d
)

「
福
川
南
小
学
校
管
理
教
室

棟
(
h
1
1
、
h
1
1
2
)

同」
〈
奨
励
伐
〉

マ
広
島
H
鮒
デ
ン
ソ

l
北

九
州
製
作
所
広
島
工
場
、
側

I
H
I
航
空
宇
宙
事
業
本
部

生
産
セ
ン
タ
ー
呉
第
二
工
場

〈功
例制円以
〉

マ
岡
山
H
豆
原
義
重
(
一

般
社
団
法
人
岡
山
県
労
働
基

準
協
会
前
津
山
支
部
長
)

〈
安
全
衛
生
推
進
は
〉

マ
山
口
H
日
昔
吉
紀
(
日

昔
労
働
安
全
衛
生
コ
ン
サ
ル

グ
/
卜
事
務
所
所
長
)

に
2
3
0
人
の
参
加
者
が
あ

っ
た
こ
と
、
ホ
ー
ム
ペ
l
ジ
の

1
日
の
ア
ク
セ
ス
数
が
2
5

0
0
ヒ
ッ
ト
を
超
え
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
報
告

さ
れ
た
。
ま
た
、
新
入
会
員
と

し
て
側
大
胡
興
業
が
紹
介

さ
れ
た
。

川
同
年
度
霊
草
と
し
て
は
、
独

自
工
法
の
普
及
を
発
注
官
庁

に
図
り
、
会
員
の
受
注
機
会

の
拡
大
に
つ
な
げ
る
、
継
続

事
業
と
し
て
土
木
コ
ン
サ

ル
、
発
注
官
庁
を
メ
イ
ン
と

し
た
勉
強
会
の
開
催
、
技
術

資
料
の
配
布
・
販
売
、
H
P
の

充
実
、
技
術
総
習
会
(
フ
ォ
ー

ラ
ム
)
、
技
術
委
員
会
の
関

催
、
P
R
活
動
の
ほ
か
、
初
め

て
の
試
み
と
し
て
会
員
の
た

め
の
C
P
D
S
単
位
取
得
の

た
め
の
誠
習
会
を
開
催
す
る
ロ

(
音
声
)
【
教
職
員
住
宅
】
上
河
内
教

員
住
宅
5
棟
(合
福
)
マ
西
宇

土
教
員
住
宅
(
同
)
マ
海
越
教

員
住
宅
(
同
)
マ
霊
生
教
員
住

宅
(
同
)
マ
小
林
教
員
住
宅

(
問
)
マ
旧
大
浦
小
学
校
教
員

住
宅
(
稲
刈
)
マ
向
教
員
住
宅

(
同
)
マ
向
小
学
校
長
住
宅

(
岡
)
マ
向
中
学
校
長
住
宅

(
同
)
マ
内
油
教
員
住
宅
(盟

浜
)
マ
大
浜
教
員
住
宅
(
同
)

マ
小
野
浦
教
員
住
宅
(
同
)
マ

山
崎
教
員
住
宅
(
同
)
マ
大
長

草
露
間
住
宅
(盟
)
マ
久
比
大

浦
教
員
住
宅
(
同
)
マ
沖
友
下

落
札
業
者

u笹
戸
建
築
事

務
所
・
か
お
る
建
築
研
窓
附
業

務
J
V
1
3
0
0
万
円
(
5
社

応
札
)
工
事
場
所
H
中
限
町
6

寸
よ

施
設
概
要
H
福
川
南
小
学

校
管
理
教
室
棟
2
棟
、
恥
11

1
(
R
C
造
延
べ
床
面
積
1
7

1
0・M
)
、
恥
1
1
2
(
R
C
造

延
べ
床
面
脳
2
4
5
d
)

「
福
川
虫
干
校
管
理
教
室
棟

(
陥
M
ー
ー
、
h
H
|
2
)
同
」

落
札
業
者
"
宮
原
龍
一
P

L
U
S
建
築
設
計
室
1
3
0

0
万
円
(
4
社
応
札
)

工
事
場
所
H
若
山
工
丁
目

全防協
中国支部

闘
室
長
島
支

基
幹
技
能
者
活
出

制
全
国
防
水
工
事
業
協
会

中
国
支
部
(
長
島
隆
良
支
部

長
)
は
泊
目
、
広
円山
市
中
区
の

〆
ル
バ
ル
ク
広
白
で
第
む
固

定
時
総
会
を
聞
い
た
。
上
程
さ

あ
い
さ
つ
す
あ
長
島
支
部
長

西
垣
内
住
宅
(
同
)

【保
護
猫
設
】
春
闘
荘
(
下

蒲
刈
)
マ
野
目
高
原
ロ
ッ
ジ

(
川
尻
)
マ
あ
び
の
星
い
っ
き

(盟
浜
)
【研
修
施
設
】
大
空
山
背
年

の
家
(
広
)
マ
坦
ふ
る
さ
と
学

園
(些
)

【
各
施
設
】
野
外
活
踊
セ
ン

タ
ー
マ
大
平
山
テ
ニ
ス
場
マ

蛍
浜
テ
ニ
ス
場
マ
畳
浜
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
場
マ
大
空
山
体
育

館
マ
蒲
刈
体
育
館
マ
恵
み
の

丘
蒲
刈
マ
動
物
愛
護
セ
ン
タ

ー
マ
視
聴
党
-
フ
イ
プ
-
フ
リ
ー

マ
安
浦
歴
史
民
俗
資
料
館

ウ

E
l
l
l

施
設
概
要
H
福
川
中
学
校

管
理
教
室
棟
2
棟
、
h
u
-
-

(
R
C
造
延
べ
床
面
積
1
2
5

7
d
)
、
恥
U
|
2
(
R
C
造
延

べ
床
面
積
4
0
9
d
)

「周
陽
中
学
校
教
室
棟
(
陥

問
、
内
)
同
」

落
札
業
者
H
栗
林
設
計
1

2
0
0
万
円
(
3
社
応
札
)

工
事
場
所
H
周
陽
3
丁
目

3
1
1
 

施
設
概
要
日
周
限
中
学
校

教
室
棟
2
棟
、
h
u
(
R
C
造

延
べ
床
面
積
1
9
1
5
・

m

d
)
、
恥
四
(
R
C
造
延
べ
床
面

積
3
9
2
・
u
d
)

公
共
工
事
、
住
宅
建
設
と
も
減

中
園
地
域
4
月
の
経
済
動
向

経
済
産
業
省
中
国
経
済
産

業
局
の
発
表
に
よ
る
と
、
平

成
M
年
4
月
の
指
標
を
中
心

に
し
た
中
園
地
域
の
経
済

は
、
個
人
消
費
が
横
ば
い
と

な
っ
た
も
の
の
、
生
産
は
引

き
続
き
横
ば
い
な
が
ら
も
弱

合
み
と
な
っ
て
お
り
、
全
体

と
し
て
横
ば
い
な
が
ら
も
一

部
に
弱
い
動
き
が
み
え
る
。

生
産
動
向
を
み
る
と
、
4

月
の
鉱
工
業
生
産
指
数
は

卯
・
2
、
前
月
比
0
・
1
%
の

低
下
と
な
っ
た
。
業
種
別
に

み
る
と
、
一
般
機
械
工
業
、
輸

送
機
械
(
船
舶
)
な
ど
が
上
昇

し、
情
報
通
信
工
業
、
包
宇
部

品
・
デ
バ
イ
ス
工
業
な
ど
が

低
下
し
て
い
る
ロ

日
本
銀
行
広
島
支
庖
の
企

業
短
期
経
済
観
測
調
査
結
果

(
例
年
3
月
)
に
よ
る
と
、
別

年
度
設
備
投
資
計
画
額
(
合

む
土
地
投
資
額
)
は
、
製
造
業

が
前
年
度
比
4
・
1
%
、
非
製

造
業
が
同
0
・
3
%
と
な
る

こ
と
か
ら
、
全
産
業
で
は
同

2
・
6
%
と
な
っ
て
い
る
。
3

月
の
民
間
居
住
用
建
物
の
出

来
高
推
移
は
、
前
年
同
月
比

れ
た
平
成
凶
年
度
事
業
計

案
・
収
支
予
野
菜
な
ど
を
闘

通
り
承
認
可
決
す
る
と
と

に
、
任
期
満
7
に伴】
2
支
部

員
選
任
の
件
で
は
長
自
主

長
の
続
投
を
決
め
た

総
会
に
は
、
会
自

社
中
日
社
(
委
任
状

む
)
が
出
席
。
開
会
楼

で
長

島
支
部
長

「
我
々
を
取
り
巻
く

済
環
境
は
、
相
変
わ

ず
厳
し
い
状
況
が
鯨

て
い
る
。
そ
う
し
た
占

昨
年
は
中
国
地
区
で

録
防
水
基
幹
技
能
者

「
櫛
浜
小
学
一
審
理
特
別

室
棟
(
肋
2
)
同」

落
札
業
者
"
栗
林
設
計

2
0
0
万
円
(
3
社
応
札
)

工
事
場
所
H
大
字
栗
康

6
0
番
地

施
設
概
要
H
櫛
浜
小
学

管
理
特
別
教
室
棟
1
棟
、
h

(
R
C
造
延
べ
床
面
積
1
R

3
・8
d
)

「
夜
市
小
学
校
教
室
棟

一

7
)
同」
洛
札
業
者
H
笹
戸
建
築

務
所
・
か
お
る
建
著
書

務
J
V
8
0
0
万
円
(
4
社

札
)工
事
場
所
H
大
字
夜
市

q
u
n
u
 
施
殴
概
要
H
夜
市
小
学

教
室
棟
1
棟
、
h
7
(
R
C

延
べ
床
面
積
1
2
0
0
d
)

「
策
消
防
署
同」

落
札
業
者
H
宮
原
龍
一

L
U
S
建
築
設
計
室
6
口

万
円
(
4
社
応
札
)

工
事
場
所
H
周
陽
2
T

8
l
m
 

施
設
概
要
H
東
消
防
塁

棟
(
R
C
造
延
べ
床
面
積
1

9

2
・4
d
)

問
い
合
わ
せ
は
、
財
務
剤

約
監
理
課
(電
話
0
8
3
4

2
2
1
8
4
2
5
)
ま
で
。

中国経産局

初
・
5
%
と
な
り
、
日
カ
同

続
で
前
年
を
上
回
っ
た
。

4
月
の
産
業
用
低
力
一

口
)
は
、
化
学
工
業
、
窯
業

石
な
ど
が
前
年
を
下
回
「

こ
と
か
ら
、
前
年
同
月
比
n

4
%
の
減
少
と
な
り
、
日

月
連
続
で
前
年
を
下
回

た。
建
設
動
向
を
み
る
と
、

月
の
公
共
工
事
前
負
金
箱

国
(
前
年
同
月
比
1
・
旦

増
、
3
カ
月
ぷ
り
増
加
)
、

立
行
政
法
人
等
(
同

n・A

培
、
4
カ
月
連
続
増
加
)
、

(
同
4
・
4
%
減
、
2
カ
同

続
減
少
)
、
市
町
村
(
岡
部
-

%
減
、
6
カ
月
連
続
減
少
}

な
り
、
合
計
で
は
前
年
目


